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1.は じ め に

 この小論は,ミ ク ロネシア,中 央 カロ リン諸島の小 島,プ ルスク(Pulusuk)島 に お

け る家 屋と住まいかたの問題を,家 屋構造 と社会組織のふたつ の側面か ら考 察 しよ う

とする もので ある。

 家 屋の建築様式は,と うぜ んのこととして,気 候,風 土などの自然環境を強 く反映

した もので ある。なかで も,建 築材が家 屋建築 に与 える影響 は ことのほか大 きい。家

屋建築 様式 はまた,家 を とりま く文化,社 会 との関連 において,人 びとの住まいかた,

家 屋の機能 に深いかかわ りを もってい る。 このような視点か ら,こ の島の人び とにお

ける住 まいとは何 かを考 えてみ ようとしているので ある。

 この小論 の 基礎的資料は,わ た しの2度 の 中央 カロ リン諸 島での 人類学的調査 で

集めた もので ある。 最初は,1974年8月 か ら1975年2月 まで,主 と して,サ タワル

(Satawal)島 で,2度 目 は,1976年7月 か ら同年12月 までプルス ク島を中心に調査を

お こな った。 この小論は,プ ル スク島での調査資料 にサタワル島での資料を若干 くわ

えた もので ある。

 資 料の収集 は,主 としてカ ロリン語(Calolinian)に よ り,一 部,英 語で補足 した。

言語の表記法 につ いては,ト ラック語系の この島の言語が確定 した正字法を もたない

た め,主 として,現 地の人び とが,ロ ーマ字を用いて表示す る場合 のつづ りかたのな
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かでの もっとも一般的な慣例 にもとついている。 したが って,適 当で ない表記 の もの

もあるか も しれない ことをことわ ってお く。

皿. プルス ク島の概要

 プル スク島は,中 央カ ロ リン諸島の東南端,北 緯6度42分,東 経149度18分 に位置

す る人 口 約420人 の 小島で ある(図1参 照)。 この島の 属す る トラック地区(Truk

District)の 行 政上 の中心であるモエン(Moen)島 の西南西298 kmの 位 置に ある。

もっと も近い島,プ ルワ ッ ト環礁(Puluwat atoll)ま で で も約70 kmの 距 離が ある。

 この島は,近 隣…の フ.ルワ ッ ト,タマ タン(Tamatan)島,お よび,フ.ラ ッフ。(Pulap)島

と ともに,ト ラ ック諸島の西方に,ほ ぼ南北 に位置す ることか ら"西 諸島(Westcrn)"

と総 称 され るグループに入れ られてい る。

 島 は,南 北約3.3km,東 西 約1.2 kmの 大 きさで,南 北に長 くの びた島で ある(図

2参 照)。 環礁 をともなわない隆起珊瑚礁の孤 島で ある。 海面下約lmに まで隆起 し

た珊瑚礁の上 に堆積 した砂が陸地 を形成 して いる。 したが って,海 抜約3mの 陸地

はすべて砂地質であ る。 このような島を形成 した地理的要因を象徴 する ものに淡水湖

  図1Pulusuk島 周 辺 図

ア メ リカ空 軍 作 成 の地 図[1973]に よ る。

566



中村 ミクロネシア ・プルス ク島における家屋 と住 まいかた

   図2 Pulusuk島

日本 海軍 の 測 量 図P921]に よ る。

(Lenamu)が あ る。 島の北部 内陸部にある

淡水湖 は,隆 起珊瑚礁 の くぼ地に雨水 がた

まったためにで きた もの と考え られる。 く

ぼ地 に砂が堆 積 した ところは,雨 水 が伏流

水 のようにな っていた り,湿 地帯 をつ くっ

て いる。 この湿地帯 は,島 の面積 の約20%

を 占 めている。 この湿地帯には,タ ロイモ

(Pula)耕 作 のための 湿地 田(muraru)が 形

成 され,タ ロイモが豊か に育 っている。伏

流水は,砂 を掘 りさげ水浴場(伽 α㎎P)と し

て利用 された り,井 戸 として炊事 ・洗濯用

の水を供給 している(図3参 照)。

 気 候 は,1年 を2つ の季節にほぼ大別す

ることがで きる。南西季節風の吹 く5月 か

ら10月 にか けては高温 で,11.月 か ら4月 に

か けては,ぎ ゃくに北東貿易風が強 く吹 き

荒れ,気 温 もそれほど高 くはな らない。

 このふたつの種類の風を利用 して,帆 走

ヵヌー(ω α伽 αγの による島 と島の交流 が

しば しばお こなわれる。 と くに,プ ル スク

島 の西北西約255㎞ に位置す るサタワル島
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との間でお こなわれ る遠洋航海 は有名である。 ほぼ東西の位 置関係 にあるふたつの島

のあい だの航海は,北 東貿易風を利用 して東 のプルスク島か ら西 のサ タワル島へ,南

西季節風を利用 して西 のサ タワル島か ら東 のプルス ク島に と,途 中の無人島 ピケ ロッ

ト(Pikelot)島 を経 由 してお こなわれ る。3日 か ら10日 間 の行程 である。今 日では,

年5回,モ エン島 と離 島 とを結ぶ巡航船 が,物 資輸送な どの交通手段 と して離島の生

活 に貢献 してい る。 しか し,プ ルス ク島,サ タワル島のよ うに,そ れぞれ トラ ック地

区,ヤ ッフ.地区 と異 な った地区に属 している島じまの交流は,巡 航船が地区内で しか

運行 しないため,カ ヌーを利用す る しかない。

 西 諸 島,お よびサタワル島近辺の中央カ ロ リン諸島東部は,言 語 をは じめ,多 くの

文化要素 に類似点 を見 出す ことがで きる。家屋 の建築様式 もたいへん類似 して いる。

これ らの島 じまは,ひ とつ の文化圏を構 成 しているとみ なす こともできる。 これ らの

ことは,島 じまのカ ヌーによる交流が古い歴史 を もち,移 住 の経 路 ともかかわ ってい

る ことを示 してい る。

 島 の生業経済 は,タ ロイモ栽培 と漁携,お よびパ ンノキの実@吻 の採取 が主で あ

る。 この生業経済のあ りかた も,2つ の季節に強い影響 をうけてい る。11月 か ら4月

にかけて は,強 い北東貿易風を利用 した,帆 走 カヌーによる引き釣 り(luku)を 中心

に漁携 が活発 にお こなわれ る。 しか し,12月 前 後は北東貿易風が強 く吹 きす ぎて漁携

活動はおこな えず,食 物は タロイモだ けにた よっている。 それ にたい し,5月 か ら10

月 はパ ンノキの実の結 実期 であ り,手 漕 ぎカヌー(wa fatol)を 使 用 して 底釣 り漁法

σφ 乞ψ)が お こなわれる。風が弱 く,お だやかな 日びが続 くためで ある。 この季節

は,食 物が豊か な時期で ある。 したが って,食 物のなかで,年 中収穫で きるタロイモ

の 占め る比重 はたか い。 タロイモは,湿 地で栽培 されるため,島 の形成 に関連 してで

きた広い面積 の湿地帯 を有す るこの島 は,食 物確保の面で恵 まれて いるといえよ う。

 島 の生業経済 は,原 則的 に自給 自足 である。 島の唯一の換金作物 は コブ ラ(loω)だ

けで ある。 コ.プラの価格 は,1974年 に100ポ ン ドが20U.S.ド ル(以 下 ドル とい う)

の高値を記録 したが,1976年 には6ド ルに急落 した。そのため,こ の島 の1976年 の1

年 間 のコブ ラ収益 は約4,920ド ル,1人 あた りの収益 は約12ド ル にしかな らなか った。

いっぽ う,物 価 は,工 業製品の類をすべて輸入 にたよ っているため,日 本以上に高い。

 島 をおお う植物 は,海 岸沿 いの乾燥 した砂地 にマ ング ローブ,パ ンダ ナス,コ コヤ

シが茂 り,コ コヤ シの下 たはシダ類が繁茂 している。内陸部には湿地帯 を中心 に,パ

ンノキな ど樹高20mを 越 す高木が茂 っている。海岸部の植物相 と好対照 に,内 陸部

は湿地のジ ャングル(あ ω必αωα勿 の様相 を呈 してい る。コ コヤシは,種 類の違 った

ものが海岸部,内 陸部 ともに分布 しているが,コ コヤ シを除けば,海 岸部 と内陸部で

は植生の違 いが明確 にあらわれている。

 島 の生 活 と密着 した関係 にあ る代表的 な樹木はパ ンノキ とココヤ シで ある。 ココヤ
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シは,屋 根葺 き材 と しでその葉 が利用 され,果 実の殻 か らは繊維を とりだ してロープ

がつ くられ る。パ ンノキは,直 径1・5m,樹 高20 mに まで成長す るうえ,削 った り

す るに も,適 度に柔 かい性質 の もので ある。家屋,カ ヌーの建材 と して利用範 囲はひ

ろい。 ココヤ シ,パ ンノキ ともにその果実は食糧 としての価値 もたか く,こ の島 の文

化 とは切 り離せない関係 にある。

 プル スク島に は,特 定の女性祖先 との系譜 関係 をおな じくす る人び とによって構成

される集団があ る。 これはainangと よ ばれ,11のainangが この島で数 え られ る。島

の人 び とは,が な らずいず れか のainangに 属 している。 ainangは, lineageの 概 念で

把握で きる性格 の ものでφ る。 この集団 は,タ ロイモ田,コ コヤ シ林,家 屋 の敷地 な

どの財産を共有する単位 として,ま た社会 的には∫婚姻規制の単位 と して機能 してい

る。島の人び との社会生 活における基本的な集団 と して,こ の島の社会 の性格 を特徴

づけてい る。

 ひ とつのainangは,原 則的にひとつ の居住集団 を形成 してい る。 この居住集 団は,

PasOψasorと よ ばれてい る(写 真1)。 婚 姻後の居住方式 は,妻 方 居住 をとってい る。

そのため,PasaPaSUの 構 成員 となるの は,同 一一・ ainangの 同 世代の姉妹 とその配偶者,

お よび,'彼 らの未婚 の子女,独 身男性,養 子 である。

 ainangが 所 有す る財産類 は,そ のままPasaPaSUの 構 成員 によって利用 されている。

したが って,ρ α卿 α∫πは,火 とカマ ドを原則的にひとつに し,食 物を共同料理 し,構

成員 に公平分配 して いる単位で もある。ainangが 所 有す る土地 か らの生産物 は もとよ

り,島 の男全員でお こなわれた漁携活動によ り得 た魚 も,ρ 伽ψα躍 ごとに分配 され,

一 括 して 料理されている
。PasaPaSUの 敷 地には,複 数の 住居用家屋(im)と 炊 事小

屋(morohaω)が 建て られてい る(写 真2)。 Pasopasuに よ っては,他 の種贔の家屋 を

写 真1 伝統 的 家 屋(襯 襯 ψ π砂η)とPasaPasuの 風 景
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写真2 炊事小屋(morohaω)で の料理風景,タ ロイモの料理がおこな

   われている。この場所で石焼料理(umung)も おこなわれる。

備 えて いるもの もある。

 ア メ リカは,1945年 以 来,ミ クロネシアのほ とん どの地域 を占領,信 託統治 してい

る。アメ リカは,ミ クロネ シアの経済的価値には期待せず,軍 事的 に ミクロネ シアの

地理的位置を評価 し,多 額 の援 助金 を毎年与えてい る。そのため,ミ クロネシアの政

庁 は,援 助金 によって ささえ られてい る。1976年 に は,プ ルス ク島に道路 を建設す る

たあの名 目で8, OOOド ル,日 ・米 か らの戦争賠償 金が12,000ド ル 支払われた。ただ し,

日本は これを戦争賠償金 とはよんでいない。

 1957年 に は,台 風災害 の補償の名 目で,島 内に35棟 の 木造 トタ ン葺 き住居(im iani

ching)の 建 築材が無償で提供された。 同様 に,ア メ リカの援 助で,8年 制の小学校,

診 療 所が建て られてい る。

皿.集 落 と 家 屋

1.集 落

 プル スク島の集 落(apinamung)は,島 の中央部の西海岸 に沿 って,帯 状に形成 され

た集村 の形態 をとってい る。今 日の島民が,現 在の位置に集村 を形成 した理 由 として,

風 海流,水 路の3つ の 自然的要 因があげ られ る。

 この地域 には,北 赤道海 流が,常 に東か ら西 へ と流 れて いる。また,11月 か ら4月

にかけては強い北東貿易風(lo tow efang)が 吹 いている。 この北赤道海流 と北東貿易

風 との相乗作用で,東 の海岸の海(乙 磁肋)は 大 きく荒 れる ことが ある。そ うなると,

カ ヌーは浜 に寄 りつ くことがで きない。 それ にたい して,西 海岸 は波が比較的おだや
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